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教 首 主 題

学ぷ意欲と帰属意識を高め、主体的、実践的な態度を育てる指導の工夫

一 学校行事及び部活動を中心として

1は じめ に

1.研 究のねらい

特別活動 は、「望 ましい集団活動を通 して、心身の調和のとれた発達 と個性の伸長を図 り、

集団の ・員と してよ りよい生活を築 こうとする自主的、実践的な態度を育てるとともに、人

間 としての在 り方生 き方にっいての自覚を深あ、自己を生かす能力を養 う」 ことを 目標に し

ている。学校の現状 を見ると、この目標が必ず しも達成 されているとは言 い難い面がある。

そこで、本年度研究員は、生徒同士や生徒 と教師の人間関係を深あるとともに、学校への帰

属意識を高め、自ら学ぼ うとす る主体的で実践的な態度を育て るたあの効果的な学校行事及

び部活動の在 り方を探 ることに した。

2.研 究の背景 と主題設定の理由

近年、生徒数が年々減少 しているに もかかわ らず、都立高等学校の中途退学者数は依然 と

して減少 していない。 この原因や背景には複雑 なものがあるが、その原因の…っに、学校に

魅力がな くなり、生徒の学校への帰属意識が低 くな っていることがあげられ る。「高校生活

で楽 しか ったこと」 にっいての調査結果を見ると、学校行事や部活動をあげる者が多 いが、

中途退学者で は少な く、在校生 との間に大 きな差が見 られ る。 こうした実態か ら、学校生活

に魅力を もたせ、生徒の学校への帰属意識 を高め るためには、学校行事 と部活動の在 り方を

見直す必要があると考えた。

生徒同士及び生徒 と教師の望ま しい人間関係を形成するとともに、生徒の学校への帰属意

識を高め、豊かな心を育み、 自ら学ぼうとする主体的で実践的な態度を育てるには、 どのよ

うな学校行事や部活動が望 ましいか、を探 ることは意義のあることである。

3.研 究の進め方

学校行事に関 しては、研究員所属校の実態調査を行い、実施時期、実施内容、事前 ・事後

指導等の様々な観点か ら検討を行い、その問題点を明確に した。また、「高校生活 に関す る

生徒の意識調査」を実施 して在校生 と中途退学者の意識を比較 したり、生徒を引 きっけてい

る学校の具体的 な実践例を分析 した りするなどして、魅力ある学校行事の在 り方について検

討 した。

部活動 に関 しては、部活動への加入率、部合宿への参加率等か らできるだけ客観的 に実態

を把握 し、指導実践の在 り方 にっいて検討 した。
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H学 校生活に関する生徒の意識と学校行事及び部活動の実

態並びにその問題点

特別活動 は、学校の実態に即 し生徒の特性や地域の特色を生かすなど して、生徒が 「なす

ことによって学ぶ」 自主的 ・実践的な活動であ るが、やや もす ると教師主導 にな りがちであ

る。 ここでは学校生活における生徒の意識の実態か ら学校行事 。部活動の問題点を探 り、そ

の指導の在 り方 について考察 した。

1.学 ぶ意欲 と帰属意識の実態

生徒の学校生活を充実 したものにす るには、学校への帰属意識 と生徒の学ぶ意欲が重要 に

なる。そこで生徒の学校生活に関す る意識調査を実施 した。(調 査対象校7校 、 調査対象人

数1352名)こ の調査結果 と文部省の 「学校不適応対策調査研究協力者会議報告」 と合わせな

が ら中途退学者 と特別活動の関係にっいて も考察 した。

(1)調 査、統計か らみた高校生の意識の実態

① 高校生活の中で何が充実 して

いま したか。1年 生にっいては、

学校生活で何に期待 しますか。

(複数回答)

%
口1高 率を示した学校の値

goo 口2低 率を示した学校の値

園3平 均
xo
1翠3
一

臼60 一 一 一

40

zo

…

∋

き=「L轟

≡

≡「』

…

… 喜臨
0
ア イ ゥ エ オ カ キ ク ケ コ

夷悪 藷 影 錺 箏 琵瀦
助 套 套;肇

ri祭 祭

O「 ア」にっいて:学 校生活 において充実感を得 るための基本の一っ は人間関係で、友

人 との出会いの垂要性が うかがえる。また、専門学科が普通学科 よ りやや高いのは、

実習等で共同の体験学習をす る機会が多いせいではないか と考え られ る。

○ 「イ、キ、 ク、ケ」 について:そ れぞれ30%を 越えていることを考 えると、学校生活

の中でも重要 な位置を占めていることが分か る。(特 にE校 では、 文化 祭、体育祭が

約60%、 部活動 も約50%と 高率で大変充実 していることが うかがえ る。)

○ 「ウ、オ」 につ いて:生 徒の評価(充 実感)と 学校 としての教育的意義(願 い)が 一

致 していないが、 これは、生徒 に 「面倒 くさい」「疲れる」 とい う意識 が先行 す るか

らと思われ る。

○ 「エ」について:実 施場所等の制約がなければ、 もっと高 くなると思われ る。
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○ 「カ」について:移 動教室(ホ ームルーム合宿)に ついては、実施 して いる学校の平

均が42%、 実施 していない学校では16%と 差がある。実施 している学校では教師の期

待 と生徒の充実感が一致 していると思われる。

○ 「コ」 にっいて:専 門学科が普通学科 の約2倍 なっている。入学時の 目的意識の違い

が現れているのではないか と考えられる。

②高校生活での友達はどこで

知 り合いましたか。

(複数回答)

%

100

80

60

40

20

0

一
口1高 率を示 した学校のイ

ニA`

口2低 率を示 した学校の
一

一 ◇

、

.'.＼ 一

、"

、 ＼ き
・
、 ＼

、 、＼ 一
ア.中学時代 イ.ホームルーム ウ,部 活動 工。学校行事

○ 「ア」について:普 通校51%、 専門校37%の 違 いは、学 区制が とられているか どうか

が関係 していると思われ る。

○ 「イ」にっいて:少 ない学校でも約70%近 くあ る。「期待度、充実度」 が最高 であ る

前述の 「友人関係」 と考え合わせると、ホームルーム活動の重要性が浮かび上が って

くる。

○ 「ウ」にっいて:平 均50%越 えているが、学校間の差が大 きい。E校 、F校 で60%を

越え、活発な部活動が うかがえる。少ない学校 はでは28%で あ った。

○ 「エ」 にっいて1学 校差が顕著である。A校7%、E校 で は、36%と その差が大 い。

学校行事の在 り方が生徒間の人間関係や学校生活の充実度に大 きく影響 していること

が分かる。(E校 では前述の 「文化祭」 と 「体育祭」 の充実度が約60%)

③学校で部活動を していますか。

○ 「ア」の運動部で活動 している者は40%を

越えているが、「イ」の文化部への加入率が

低い。文化部の充実が必要である。

④学校をやあたいと思 った ことがありますか。

040%を 越え る生徒がやめたいと思 ったこと

があると答えている。(2)「中途推移」参照

運動部
■ 40.50%
文 化 部國 9.60%
し な い

■ 10.40%
運 や め た

自 27.20%
文 や めた圏 12.30%

)

る

い

眺

あ

な

ーα

口

目

019876543210
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(2)中 途退学 者数 ・率 の推移(平 成5年 度 生活 指導 研究協 議会 資料 の数値 を グラ フ化す る。)

① 昭和61年 度～平成4年 度間の中途退学者の推移 ② 平成4年 度 高等学校 中途 退学 者 の状況

(%)〈 都立高校全日制の中退率(%)〉(%)<学 校をやめたいと思 った生徒(%)>

s.aF-一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一 一so

、.。.二ニー ニ….、。

i.af-一 一一一一一一一一一一一一一一 一 一 一Zo

ao

61年62年63年 元 年2年3年4年1年2年3年

都立高等学校全日制の中退率は、昭和63年 度か ら増加 し続 け、 ここ2年 横ばいの状態

にある。1学 年に多いという結果は、私達 の実施 した調査にも現れている。調査対象生

徒1352名 の うち、やめたいと思 ったことがあると答 えた生徒が561名(41.5%)あ り、

そのうち255名(45.5%)が 入学 してす ぐか、1学 年の時にやめたい と思 った ことがあ

ると答えている。1年 時に人間関係を深 め、学校への帰属意識を高め るのに効果のある

移動教室を実施 したり、在 り方生 き方を中心 にホームルームでの効果的な指導が望まれ

る。

③ 高校生活で楽 しかったことは

何ですか。

(%>

AO

30

zo

10

中途退学者は、在校生 と比べると、学校行事や部活動をあげた者が少ない。 このこと

か ら学校行事や部活動が生徒を学校 にっな ぎとめる効果を もっているものと考え られる。

④ 中途退学者の部活動の状況

部活動への未加入者 は、中途退学者が在校生 の約5倍 である。生涯学習の観 点に立 って、

部活動の在 り方の見直 しをする必要がある。

以上の ことか ら、中途退学者を少な くするために も、魅力のある内容や暖かで きめ細かな

援助 ・指導等の視点か ら、学校行事 と部活動の見直 しをする必要がある。
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2学 校行事の実態 と問題点

前章において、学校行事 は生徒の学校への帰属意識を育て高め る大切な教育活動であるこ

とを述べた。そ こで、研究員の所属校9校 の学校行事の実施状況を分析 し、その問題点を探

ることに した。

次ページの 「セな学校行事の実施状況一覧」 を見ると、各校共通の行事が多い中で、移動

教室(ホ ームルーム合宿)や 合唱 コンクールなどホームルーム単位で行 う行 事を見直 し ・精

選す る傾向にあることが分かる。その要因 としては、次の5点 が考え られ る。

(1)特 定の担 当者に負担が集中す る。

例えば、合唱 コンクールにおける音楽科担当者や担任への負担の集中や移動教室(ホ ー

ムルーム合宿)に おける担任への負担の集中などである。実施 内容や実施方法等 の検討が

必要 と思われる。

(2)行 事の効果に疑問がある。

行事の実施期間が隣接 しているため、十分な準備期間が とれず、その準備や指導に比べ

て、そρ行事の指導効果に疑問が起 こる場合がある。生徒の実態 と3年 間の学校生活を見

通 した行事の計画 ・立案が課題である。

(3)生 活指導上の問題が発生す ることが多 くなり、負担感を覚える。

行事の準備 に追われ、学校全体に落ち着 きを欠 き、教科学習に取 り組む雰囲気が失われ

がちである。 また問題行動が起 こる場合が多々あり、そ うした生徒たちの指導に負担感を

覚えることがある。 日常的な生活指導 と関連を もたせた行事指導が必要であ る。

(4)教 科学習の指導に困難をきたし、その能率 と効果が低下す る。

計画的 ・継続的な教科指導が困難にな った り、生徒が落ち着 きを欠いたりす るなどして

学習能率 とその効果が低下することがあ る。学校の教育活動全体の見直 しが必要である。

(5)行 事のマ ンネリ化が見 られ る。

ホームルーム活動の停滞化 ＼

帰属意識の低下 学校行事の困難化

行 事 の 減 少/

上記のような悪循環が見 られ る。行事 を定期的に点検 ・評価するなどして、指導の在 り

方っいての見直 しが必要である。
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①
1

学 校 行 事 実 施 対 象 学 年 及 び 実 施 状 況

学校行事 A校 B校 C校 D校 E校 F校 G校 H校 1校

移 動 教 室
全学年
11月中旬

X
1年

5月 連休明け
X X

1年

5月 連休明け
X X X

遠 足

1年 5月 中旬 5月 、11月 春 、秋 5月 中旬 10月'ド 旬 zo月 下旬 5月
2年 5月 中句 5月 5月 連休明け 春 5月 中旬 5月 連休明け 10月下旬 5月
3年 5月 秋 5月 中旬 5月 連休明け 10月下旬 5月

修 学 旅 行
3年
5月 中旬

2年

ll月

3年

5月 連休明け
3年

春

2年

ll月 中 旬

2年
10月 中旬

2年
10月 中旬

2年

2月
3年 普通科
6月 下旬

球 技 大 会
全学年
4月 下旬

全学年

6/ll(金)
全学年
6月 、11月中句

全学年
7月 考査後

1、2年

2月 中旬

1、3年

10月 中旬

全学年
5～6月5日 間

1年

2月
全学年
4、1月 下句

体 育 祭
全学年
10月上旬

全学年
10/8(金)

全学年
9月 ド旬

全学年
10月第1水 曜

全学年
6月 中旬日曜

全学年
6月 第1金 曜

全学年
9月一ド旬

全学年
6月

全学年
10月下旬

文 化 祭
全学年
ll月2週 末

全学年
9/2223

全学年
10月下旬

全学年
ll月中旬

全学年
9月 中～ 下旬

全学年
秋分の日

全学年
11月下旬

X
全学年
ll月上旬

合 唱 コ ン クー ル x X X X X X X X X

芸術鑑賞教室
全学年

5/1、2月 一ド旬

全学年
5/1(映 画)

全学年
5/1、2月 中旬

全学年
11月r旬

全学年
6月 中旬

全学年
6月 中～下旬

全学年
9月

全学年
5/1

全学年(映 画)
6月 第9月 曜

新入生歓迎会
全学年
4月k旬

X X X
1年

入学翌 日

1年

入学翌 日
全学年
入学翌日

1年

入学翌日
全学年
入学翌日

マ ラ ソ ン人会 X
1・2年

2/18(金)
X

全学年
1月 下旬

1、2年

2月 上旬

1、2年

2月r.旬
X

1、2年

2月 ヒ旬
11月最終土曜

ス キ ー 教 室 X 希望者
1月休業中

希望者
12月休業中

希望者
1月上旬

希望者
12月休業中

希望者
12月休業中

希望者
12月休業中

希望者
12月休業中

X

合 同 部合 宿 運動部
8月 中旬

希望部
8月

希望部
8月 上旬

x
希望部
8月夏休中

希望部
7月休業中

希望部
8月休業中

X X

校 内 合 宿 x X x 希望部
夏休業中

X 希望部
7～8月 休業中

X X X

産業教育フェス

ティバル11月

生徒会合宿
4月 上旬

水泳大会
9月 上旬

卒業ファイナルフェ

スティバル卒業式後

生徒会役員研
修5月 下旬

ダンス発表会 沿岸実習2年
2学 期30日

意見発表会
6月

送別会全学年
卒業前々日

工場見学
2年秋

臨海教室1年
7月F旬

沿岸実習23
1学 期46日そ の 他

帆走訓練3年
1月下旬

弁論大会

全学年11月上旬



3.部 活動の実態とその問題点

部活動は教育課程外の活動であること、生徒の意欲や顧問教師の姿勢等がその活動の支え

にな っている実態があることなどによ り、部活動についての客観的な実態把握には困難さが

ある。 ここでは、研究員の所属校の7校 の部活動への加入と部合宿参加の状況について、過

去5年 間さかのぼって調査 し、その実態 と問題点を探 ることに した。(こ こでい う部活動 と

は、部合宿が学校行事に位置付 けられているものをいう。)

〈表 一1>部 活動加入率(一 線)と 部合宿参加率(一 一線)

(注)1部 活動加入率は年度当初の もの(単位:%)
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27.829.1
04!

27.626 .627.3

H元2345平 均

2部 合宿参加率 は全校生徒数で算出

部活動加入率の平均が79.4%、 部合宿参加率の

平均27.3%と 算出されたが、過去5年 間の推移 を

見ると、部活動加入率 はほぼ横ばい、部合宿参加

率は減少の傾向にあ る。 また、運動部 と文化部の

所属別を見ると、運動部が約65%を 占めている。

合宿の実施 について も文化部 は一部であり、 日常

活動 も不活発で、文化部の活動は全般的に低調で

あることが うかがえる。

<表 一2>部 活動の構成条件及び点検と見直 しの観点

指導方針

目標の位置づけ

①伸び伸 びやれる状況(施 設、設備、予算、用具等)に な っているか。

②安全性 と危険度への配慮、救急体制の整備等 はどうなっているか。

③学校開放や学校週5口 制への対応はどうなっているか。

①委嘱方法や顧問(専 門、複数、男女、引率等)は ど うなって いるか。

②全員加入指導 や退部者の把握 とその配慮 は どうな って いるか。

③顧問間の共通理解 と連携 、顧 問及 び合宿担 当者の負担等 はど うな って

いるか。

顧問の考え方 とその ①顧問主導型、自主性尊璽型、バ ランス指導型等の研究を しているか。

取 り組 み ②取 り組む意欲 と姿勢はどうなっているか。

生徒会組織の位置づ

け

①活動内容、年間計画、予算等が部の目標に合致 しているか。

②活動時間と活動場所の確保 、休業中の活動 と合宿の計画等はどうなってい

るか。

③運動系 と文化系のバ ランス、男女のバランス等 はどうな っているか。
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①組織 とルールの確立(部 長、顧問、出欠、人聞関係等)は どうなって いる部
の自主性と自立性、 か

。本人
の意欲の有無 ②

日常活動のルールや部への加入率はどうなっているか。

③合宿の実施 と内容(目 標、時期、場所 、予算等)は どうなっているか。

④大会や発表及び成就間や成果等にっいて把握 ・分析 しているか。

⑤反省や評価及び引継ぎ等はどうなっているか。

①経験者の加入状況はどうなっているか。

②近隣中学校 との交流と勧誘、知名度、信頼度等はどうなっているか。

①保護者等との交流、保護者の理解 ・関心 ・信頼等はどうなっているか。

②学力偏重、帰宅部、アルバイ ト等の状況把握はで きているか。

①卒業生の組織や卒業生の協力や援助等はどうなっているか。

②部活動を生か した進路(生 涯学習、スポーッ等)は なされているか。

自主的な部活動では、 まず生徒 自身の意欲の有無や意欲の度合いによって活動が活発化す る

かどうかが決 まる。特に運動部にっいては、経験者の入部者数 によって部活の盛 り上がりが大

きく左右す る。次 に学校の理解度や顧問の姿勢や取 り組み方等 によって、部の隆盛 と衰退の人

半が決定付 けられて しまう。近年、文化部系が低迷 しているのは、顧問の姿勢 とその指導の在

り方に原因の一っがあ りそうである。従来か らの画一的な指導法で生徒の意欲をな くしている

実態や多様化 している生徒の状況に応 じた指導 ・援助が難 しくなっている実態がある。 しか し、

卒業生の理解 と組織 に支え られ、保護者や地域住民の理解を得なが ら活発な活動を している部

もある。今、部活動 に対する学校の指導体制 と顧問教師一一人一人の指導 。援助姿勢が問われて

いると受け止めている。最近の生徒の特徴 ・傾向として、「努力 しない」「苦労 したが らない」

「汗を流 さない」「面倒な人間関係を嫌 う」者が増え、俗に言 う 「帰宅部」「アルバ イ ト」 な ど

安易な方向に流れる傾向にある。

以上のようなことか ら、部活動の問題点は、大 きく次の三っにまとめ られ る。

○学校の指導体制 と顧問の姿勢及び指導 ・援助(表2の1か ら3)

○生徒自身の意欲 と活動姿勢(表2の4か ら6)

○保護者、地域及び卒業生の理解 と協力(表2の7か ら9)
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皿 学校行事 、部 活動 の改善策

1.学 校行事の改善策

学校行事 は、生徒の学校での生活に潤いとアクセ ン トを与え、学校生活の充実 と発展に資

す るね らいを もって実施されて いる。 しか し、そのね らいが必ず しも十分 に達成されている

とは言いJiい 実態がある。そ こで、生徒の自主的で実践的な態度 を育み、 スクール ・アイデ

ンテ ィテ ィを育成す る観点か ら、学校行事全体 とその在 り方を見直すとともに、学校行事の

中の一大 イベン トである文化祭の活性化のための改善 にっいて考察 した。

(1)学 校行事の改善策

研究員の所属校9校 の学校行事(P6参 照)の 問題点をブ レー ンス トー ミング法を用いて

明 らかにした。明 らかにされた問題群をKJ法 を利用 して抽象的化 してで きあが ったのが、

図1の 「学校行事改善のための相互連関図」である。 ここではその改善点を4点 に整理 した。

もたらさ
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」
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事前指導と事後指
導
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の「ダ一
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学校行事の成功により、成就感

とクラスの団結力が生まれる。

生徒会の活

性化

①行事の配置と実施時期く行事集中型〉と〈行事分散型〉

長 所 短 所

行事集中型 教科学習に集中 しやすい環境を作れる。 行事を実施す るのに精…杯 となる傾向にある。

行事分散型
学校生活に変化をもたせることができる。

行事を丁寧に実施できる。

教科学習に集中を欠 くこともある。
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行事 は、教育 目標に基づき、生徒や地域の実態に即 し、3年 間を見通 して適切 に実施す

る必要がある。各校の行事を分析すると、集 中型 と分散型の二っのパ ター ン分類 で き る。

9ペ ージの調査結果 によると、約40%の 生徒が 「学校をやめよう」 と答え、その時期は、

1年 の1学 期に集中 しながらも、全学期 にまたがっている。学校への帰属意識を高め ると

いう観点 に立っと、行事は分散型に して、生徒同 七や生徒と教師の人間関係を深めなが ら、

生徒の生活に潤いと リズムを作ることが望 ま しいと言える。

②生徒の参加度合い〈教員主導型〉か らく生徒 主導型〉へ

現在の都立高等学校では生徒が多様化 し、ほとん どの行事を生徒の手で自主的に運営 し

ている学校か ら、教員主導で何 とか行事を成立 させている学校 もある。 しか し、どん な学

校であれ、教師が生徒に行事のね らいや実施内容 ・運営方法等のモデルを示 しなが ら〈生

徒主導型〉へ と転換することが必要である。教師が動かなければ生徒 も動かないし、動 い

たとして も放任にな って しまう恐れがある。「生徒の活動意欲を高める」 とい う観点 か ら

生徒に働 きかけ、教師が率先 してモデルを示 して生徒の活動を励 まし、生徒に自信を もた

せることが重要であ る。その際、 リーダー研修会を実施す るなど して、核 となる生徒を育

てることも大切であ る。 こうした〈生徒主導型〉への転換は、ホームルーム活動 を生 き生

きとした時間にすることができる。 ホームルームでの 「生徒一人一人の存在を生かせる場」

を設定することは、ホームルーム活動を活発に し、学校への帰属意識を高めることにな る

からである。
鋤 ㌃ 」

③教師の参加度合い〈…部の担当教員主導型〉か らく全教職員の共同歩調〉へ

〈 一一部の担当教員1三導型〉では、当該教員の異動等 により行事が衰退 して しま う可能性

が高い。そこで、全教職員の共通理解 と学校の指導体制を整え、全教職員が事前指導か ら

.ir
k日の指導及び事後指導まで歩調を合わせて行 う必要がある。教師の行事に取 り組む姿勢

や学校 に対す る愛校心が、生徒の帰属意識を育んでい くものと考え られる。
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④ホームルーム活動く事務連絡の場〉か らく人間 としての在 り方生 き方 を考 える場〉ヘ

ホームルームと学校行事 は車の両輪の関係にあり、ホームルーム活動 は学校行事を活性

化する上で大 きな比重を占め る。ホームルームで生徒一入一人 に存在感 と 「活動の場」を

与えることで、学校行事への参加意欲を高めることができる。例えば、移動教室や リーダー

研修会 と連動 しなが ら、ホームルーム活動を計画的 ・組織的に運営す る方法がある。担任

は、生徒がホームルームを人間と しての在 り方生 き方を自覚 し実践す る場 と位置付け、学

校行事 と関連 させたホームルーム経営案とホームルーム活動の指導案を作成 して実践すべ

きである。(『平成4年 度教育研究員研究報告書』 によると、 ホームルーム活動 の指導案を

作成 している教師は3割 程度である。)そ の際、「クラスの生徒全員が リーダーになれる」

という発想で、事前指導か ら事後指導 まで丁寧に援助することが行事成功 の 秘訣で ある。

(2)学 ぶ意欲 と帰属意識を高める文化祭

都立高等学校11校 の文化祭 にっいての調査結果を、KJ法 を利用 して整理 したのが図2

である。「文化祭における問題群」としてあげた4点 は、どの学校で もかかえる悩みである。

〈図2>学 ぶ意欲と帰属意識を高ある文化祭
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優れた実践を しているA校 の文化祭 とE校 の体育祭は、地域の評価も高 く、毎年多数の

来場者がある。それが生徒の自信 と学校への愛着を深め、…層の工夫を し、努力す るとい

う相乗効果を生んでいる。 ここでは、A校 とE校 の優れた実践 に学びなが ら、文化祭の活
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性化にっいて考察 した。

①移動教室(ホ ームルーム合宿)を 中心 にすえたホームルーム経営が重要である。宿泊を

伴な う体験学習は、人間関係を豊かに し、ホームルームへの帰属意識を高める。それ は、

教科学習や他の特別活動への波及効果をもたらす。移動教室での文化祭についての討論は、

文化祭への関心と主体的な取 り組みへの意欲を高め、生徒に活動の場を与 えるとともに、

生徒の学級での存在感を高めている。

② リーダー研修会 と連動 し、 リーダー層の発掘 と育成に努めることが大切 である。E校 の

生徒用の 「文化祭引き継 ぎノー ト」、J校 の 「文化祭マニュアル」は、 リーダー研修会 に

おける指導実践の上 に成 り立 っている。

③発想 とイメージを豊かにす る必要がある。様 々な文献を活用 したり、他校の文化祭を取

材 したりす ることも大切である。E校 での文化祭プロモー ションビデオの作成は、映像世

代ともいわれている現代高校生の動機づ け ・指導に大変有効であると思われる。

④器材 ・工具をいかに安 く手に入れるか等の情報収集やそのス トックの在 り方 も大切であ

る。教育 目的であると、企業や財団は好意的に器材を貸 して くれることもある。

⑤校内外の研修会に参加 して、教員の発想、技術力、指導力を高 めることが大切である。

K校 の行事の ファイ リングシステムの導入 は、伝統の継承 と全教職員協力体制の確立 とい

う点で も大 きな効果をもたらしている。

「我が校の文化祭はちょっと違 う」 と、生徒に思わせたい。そ うした文化祭を軍 ね るこ

とが 「伝統」 となり、学校の特色にっながる。文化を創 るとい う困難な作業、課題を克服

する過程 の中か ら、問題解決能力が生 まれ、自信が育 まれ る。そこか らクラス、学校への

帰属意識が高 まっていくものと考 える。

ブレーンス トーミング法
一人一人の もっている知恵や情報を討論 により共通 の場に吐 き出す方法のひとつ

。

①他人の意見を否定 しないこと、②自由に意見を述べる こと、③多量のアイデアを出

す こと、④他人の意見に触発 されて 自分の意見を発展させ ることなどが大切である。

KJ法

川喜田二郎氏の考案 した発想法のひとっ。ブ レー ンス トー ミングにより出された意

見を以下の順序で一巡す る方法である。①集めた資料のエ ッセ ンスをメモ したカー ド

づ くりをす る。②同類 と思われるカー ドを集め、そのカー ドのグループ編成をす る。

③ グループ編成 されたユニ ッ トを 「意味が首尾一貫 した落ち着 きのある構図」に配列

す る。④ その図解を もとに文章化を行 う。(川 喜田二郎著 「発想法」 「続発想法」)
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2。 部活動

ここでは、前述の部活動の問題点の指摘を受け、その解決 と改善について考察 した・

(1)学 校の指導体制 と顧問の指導姿勢

①学校全体の指導体制と顧問の指導

部活動を顧問教師に任せきりにせず、年度当初の年間計画書や活動計画書、学期 ごとの

活動状況の報告書等を提出させ るなど して、学校全体 として部活動の状況を把握 してお

く必要がある。また、所属の変更の際には転 ・退部届を提出させるとともに、活動の実

態調査を年間に2回 程実施 し、加入状況を確実に把握 してお く必要がある。

部活動の顧問や指導者 は、当該校の教員であることが望 ま しい。部活動の活発な学校

は、「すべての教師が部の顧問になっている学校」 に多 く、顧問教 師がその指導の 中心

になっていることか らもうかがえる。(平 成4年 度高等学校教育開発指導資料集P5)

顧問の配置 について は、教員の希望や、指導力を発揮できる可能性を最優先すべきであ

るが、専門性、年齢構成、男女の特性、加えて指導 に対す る意欲等 も考慮 して委嘱すべ

きである。その際には顧問の複数化がぜひとも必要であ る。それは、異動に伴 う活動の

衰退防 止、平 日指導の交替や休 日引率等の負担解消等のためで もある。

②部活動顧問委員会等の設置による顧問問の連携 ・協力

部 の活動状況が思わ しくな くなると、えて して顧問の意欲がなくなり、その結果顧問に

よっては、その原因を生徒の意欲のなさや、施設 ・設備、予算等の条件の悪さに転嫁 し、

自ら指導の活力を失 っていくことがある。そのよ うな事態 に陥 らないように、活動状況

の報告や公式戦 ・コンクール等での活躍、活動 における問題点などにっ いて、定期的に

顧問間で協議 ・検討す る〈部活動顧問委員会〉などを設定 し、お互 いに連携を図 り合 っ

て、切磋琢磨 しなが ら指導 に当たる環境作 りを行 う必要がある。

③評価の改善及びホームルーム担任との連携

対外試合やコンクールにおける成績等がその部の主な評価 になりがちであるが、顧問教

師の経験や考え、あるいは生徒の自己評価だけに任せず、学校全体 として評価基準を設

けて適切な評価を行 うことが必要である。評価の内容 としては、指導体制、都全体の活

動状況、部員 ・人 一人の活動状況等が考え られるが、評価 は、より 一層充実 した活動に

なるよ うに客観的で、具体的にすることが大切である。評価 に当たっては、顧問自身の

評価だけでなく、部員の評価、部員一人 一人の相互評価等を総合できるよ うにすること

が大切である。また、入学か ら卒業までのく部活動個人票〉を作成 し、その年度の活動
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の記録を顧問が学期 ごとに記入 し、

ホームルーム担任の生徒理解の資料

にす ることも大切である。

④条件整備

施設 ・設備の充実やr算 の増額な

どの物的条件の整備に対す る要望が

強 くなっている。顧問の指導意欲を

高める1:か らも、でき得 る限 りの充

実を継続的に行っていく必要がある。

⑤ホームルーム活動における指導

ホームルーム担任は、生徒に部活

動の意義を説 いてその積極的な参加

を促す とともに、生徒一人一人の加

入状況や活動状況の実態 を常 に把握

す る必要がある。生徒の体調や心理

平成 年度 《部活動個人票》

年 組 氏名一 一 1学期 2学期 3学期

i所 属部
部 部 部

出席状況(参 加態度)

練習に積極的だ ったか(活 動意欲)

技能は上達 したか(技 能上達)

力を合わせて活動したか(協 調性)

部内での役割を果たしたか(責 任感)

目標を達成するように努力したか(目 標達成)

自分の意見を進んで発表できたか(自 発的活動)

Aよ く努力 しているB

《顧 問 の コ メ ン ト》

努力しているC努 力が必要

1学期 2学 期 3学 期 学 年

状態、あるいは人間関係の状況を把握 し、 カウンセ リングマイン ドを もって対応 してい

く必要 もある。

⑥合宿の実施

長期休業期間 は、 日常の取 り組みでは不十分な点を補 うことが可能 となり、集中的な

活動計画の もとに指導の強化を図るという観点か らも、合宿の実施を計画すべきである。

また、合宿は、寝食を共にす ることにより、教員と生徒、生徒同士の望 ましい人間関係

の育成 という面か らも必要であると思われる。

(2)生 徒の意欲を高める取 り組み

①全校生徒の全員加入の指導

年度当初に、学校での部活動の意義を十分理解 させ、生徒全員が何れかの部に加入す る

よう援助 ・指導する。部活動への加入を、生徒の自ら学ぶ意欲を育て、学校への所属感 と

帰属意識を芽生えさせ るきっかけと したい。

②生徒の積極的な参加の援助 ・指導

教員の積極的な指導を基本 にして、生徒の活動意欲 を喚起す ることが部活動活性化への

近道であることは疑 う余地のないところである。毎月1回 部活動顧問委員会等を もち、生
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徒の参加や活動状況等を報告 し合い、不参加の多い生徒にはホームルーム担任 と連携を取

りなが ら、積極的な参加を促すよ う努力す る。

③事前指導の充実

あ らか じめ顧問と部長等で話 し合われた活動方針や、一定の期間を見通 した活動計画及

び大会 ・コンクールへの参加などについての理解を得 られるよ うに してお く必要がある。

また、合宿 において は、個人の課題を設定 させ、参加意欲を高めさせるなどの きめ細かな

指導が必要である。

④事後指導の充実

…定期間 ごとの目標の設定 とその反省、さらに新たな課題 の発見、そ して次なる目標の

設定 という継続性のある一連の過程の中で、 きめ細かなプラス面での評価をす ることが大

切である。合宿においては、事前 に掲げた課題の達成度を個人で評価 させ、次なるステッ

プへとっなげてい く必要がある。

(3)地 域、保護者及び卒業生の理解 と協力を深める取 り組み

①地域の理解 と協力 と深める取 り組み

施設や設備の充実度に左右 され るが、日頃か ら地域の社会人や中学生などとのコ ミニ ュ

ケーションを図 り、施設や校庭開放 など も含めた開かれた部活動づ くりを 目指す ことが大

切であ。また、活動の状況や公式戦 ・コンクールなどにおける実績などを校外の掲示板や

広報誌などを用いて、地域の人々に広 くPRし 理解を求める努力をすることも必要である。

②保護者の理解 と協力を深める取 り組み

顧問が部活動の 「保護者通信」を定期的に発行 し、活動の状況 を具体的に報告す るとと

もに、部の保護者会の開催、練習や練習試合の見学会、公式戦や コンクールなどへの招待

等を行 い、より…層の理解を深 める努力をす る。

③卒業生の理解 と協力を深める取 り組み

顧問が部活動の 「卒業生通信」を定期的に発行 し、活動の状況を報告す るとともに、卒

業生の会開催や、公式戦や コンクールの応援などへの招待を行い、卒業後 も後輩の育成 ・

指導 に協力を要請す る。在校生にとっては、卒業生との交流が多 くの情報源 とな り、さ ら

なる活力を引 き出す ことにっなが ると考え られ る。
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IV学 ぶ意欲 と帰 属意識 を育 て高め た事例

1.体 育祭

E高 校の体育祭 は、今年第10回 を迎え、創設時か らの願 い通 り、名実 と もに 「地域の名物」

となっている。本年度は朝のうち雨が降 っていたにもかかわ らず、2000人 の来場者の声援 と

生徒の熱気で今までに増 して充実 した ものになった。閉会式は、感激で涙を流 しなが ら全員

で肩を組み、大合唱する校歌で幕を閉 じた。 この体育祭は、E高 生の誇 りとして、思 い出深

く心に刻み付け られ るものである。

(1)実 施時期等の工夫

6月 ヒ旬の第1ま たは第2日 曜 日に実施 し、雨天の場合 は順延とし、中止には決 して し

ない。梅雨入 りの季節であ るが、他の行事 との関連を考え(文 化祭9月 中旬、修学旅行11

月中旬)、 この時期に実施 している。一っ…っの行事を大切に、よ り多 くの生徒の力が 発

揮できるよ うに、そ して、より質の高いものを創 りあげ るためには、準備期間を適切 に設

けることが必要である。 この考えによ り、1学 期 に体育祭、2学 期に文化祭と2大 行 事を

分けて実施 している。また、E高 校は開設当時か ら 「地域に根ざ した学校づ くり」を 目指

している。体育祭において も生徒の 日頃の活動の成果を発表 し、地域の人々の理解を得る

機会 とす る趣旨で、休 日開催を前提と している。幸 いな ことに10回 を迎 えた現在、保護者、

卒業生だけでな く、近隣の人々、地域の小 。中 ・高校生 が朝早 くか ら声援 して くれ る。

「E校 の体育祭に参加 したい」 という思 いで入学 して くる生徒 も少な くな い。 また、 近隣

の一軒 一一軒 に生徒が案内状を配布 し、協力をお願いす るなどの配慮 もしている。

② 競技形式 ・組み分け等の工夫

誕生月による四季別〈春(3-5月)夏(6-8月)秋(9-11月)冬(12-2月)〉

の組み分けを行 う。また、四季が緑、赤、黄、青 と色別され、それぞれカラーTシ ャツを

着用する。3年 間縦割 りにされた同 じ組 ・色に属することは、帰属意識を高め、団結力を

培 うことにな り、 さらには継続的な活動 と発展を生み、伝統化 し易い。 また、L級 生の指

導力を育成 し、生徒主導の運営を し易 くする。色別カラーTシ ャッを着用することは、 こ

れ らの効果を一層高めている。 このように四季別の組み分けはクラス数の増減によって も

変化がな く、長期的な展望が立て易 い。

(3)競 技内容 ・実施内容等の工夫

① 競技種 目
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個人種 目 ・集団競技 ・集団演技の3つ に分かれ、騎馬戦 ・棒倒 し・棒引き ・四季別対

抗 リレーなど全力を尽 くしたエネルギーをぶっけ合 う 「競技種目」 と、障害物競争など

の 「レクリエーション種 目」 との内容的なバ ランスを考慮

して決定 される。儀式 は厳粛 に行 うという観点か ら入場行

_9〆
進 ・開閉会式 は緊張感を もたせ、得点の対象 としている。

集団演技は、1年 「オ リジナル体操」、2年 男子 「alt体操」、

2年 女子 「ダンス」 とどれ も完成度が高 く、観衆を圧倒 し、

終了時に感激で涙す る生徒 も多い。一一人 も欠けられない集

団演技の中で集団における存在意義を見い出 し、集団 の中

での在 り方を考 え、他人への思いや りと協働の心を学ぶ。

②応援団の活動

前年度終 了直後か ら次年度 に向けて準備を始め る。企画 ・

感動 と協 働 の組 体操

(4重 の塔)

団編成 ・団長の選出は前年度2月 に行われ、新入生を迎え、本格的 に準備が始 まる。3年

の団長を中心 に伝統を引 き継 ぎっっ、各学年のカラーを出 し、優勝をね らい、マスコッ ト

製作、団別応援、 ショータイムの練習を重ねる。 マスコッ トは、立体的で規模 も大 きく、

移動 したり、仕掛けがあったりと 」二夫が凝 らされる。 ショータイムは体育祭の 目玉の1っ

で、最 も応援団が力を入れ るもので、観客を楽 しませ、目を見張 らせる。その内容の濃 さ、

団結力の強 さ、ア ピール性の高さには毎年驚かされ るものがある。

(4>教 員の取組み

生徒指導部 ・保健体育科を中心に全教員が係を受け もち、誕生tlで 生徒 と同様、各団に

分かれ る。教員と生徒が…体 になり各団を盛 り上 げ体育祭を創 りLげ ていく。 さらに、教

員間に 体 感 も生 まれて くる。 このように生徒 ・教員 ・地域(保 護者を含む)が 一体 となっ

て体育祭を創 りあげていく姿勢を大切に している。

(5)ま とあ

生徒は体育祭を通 し、感動 と成就感を体感 し、 臼信を もっ。 自分 自身への自イ,1をもつ と

ともに、学校に対 して も、自信と誇 り、そ して、帰属意識を高 めている。 この ことは、生

徒に人間 としての在 り方生 き方を考 えさせ、将来の自己実現に も大 きく影響 している。今

後 は 「地域の名物」にとどま らず、よりオ リジナルな内容 を盛 り込んで、さらに発展 させ

てい く必要がある。そのためには、全教職員の共通理解を深 めるとともに、生徒の自主性

と主体性を尊電 しっっ、よ り適切な助言 ・指導をす る必要がある。
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2.文 化祭 一専門学科の発表展示とホームルーム発表を柱 とする文化祭

都立A高 等学校の文化祭で は、毎年11月 の第2週 の週末 に開催され、近隣か らは2日 間で、

8000人 を越 える来場者がある。専門学科の学習で生産 される農産物や加工品の販売の人気 も

手伝 って、地域の秋の行事 として親 しまれている。

(1)ホ ームルーム発表の充実

この学校の文化祭の内容 は、伝統的に専門学科の学習成果や生徒の作品の展示発表に重

点が置かれたいた。このため、文化祭の準備期間になると、生徒の大半が学科内の各部所

に分かれて展示準備 にとりかかるのでホームルーム発表は行われていなか った。

しか し、10年 前か ら各学科の特徴を生か したホームルーム発表の充実を図 って、全ホー

ムルームで文化祭の発表を行 うよう指導 し実施 して きた。その結果、生徒の自由な発想 に

よる趣向を凝 らした発表が数多 く見 られるようにな り、好評を博すよ うにな った。

発表内容は縁 日的な ものになることを避 け、専門の学習に関係するものにして、学校の

特色がみ られ るように指導 している。

生徒の文化祭への取 り組みは積極的で、全校の準備期間に入 る前か ら、放課後 など自主

的に必要な準備を始める。また、終了後の後始末 まで全員で行 うことによって、学科やホ

ームルームにおけるの望ま しい人問関係が形成 され
、生徒 は達成感、成就感を味わ ってい

る。

(2)主 な発表内容

専 門 学 科 ホ ー ム ル ー ム

バ イオ テ クノロ ジー、 小菊、 大菊 、果 ジャングル喫茶(熱 帯植物を使 った室

物、実習の紹介、野菜の販売、バラ園 内装飾)、 野草のてんぷ らの試食、 自

園 芸 科 の内容等 作 の フ ラワーア レンジメ ン トを使 った

花 嫁 衣 装 の フ ァ ッ シ ョ ン シ ョー 、 バ ー

ブ喫茶

造 園 科
庭園設計図、庭園模型、竹垣、苗木実 教室内の日本庭園

習の紹介、樹木の名前当て クイズ

ク ッキ ー、 味噌 、乳酸 飲料 の販 売 、発 食品添加物の調査 ・研究、安全な食品

食品化学科 酵食品の研究、実習風景の紹介 をテーマにした休憩所、ア ジアの発酵

品の試作と試食
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(3)生 徒の組織作 りの例

日欄 製作で1瓜 ホームルームで次のような係 り分`:.. _;

担を組織 し、取 り組んだ。(在籍36名)コ!鑓

灘1繕磁∴ 搾選
○材料担当(10名):庭 園に必要な材料を準備す る ア　 ヤヒほ 　 ヨぐ

灘1儲 鷲 藁繊_蒼 覧藩餐
一 一　 ド 懸/

(4)指 導 上 の留意点;～ べ鴫)

①準備のたあの打合せ は、 ロングホームルーム等の時間に行 い、役割分担 は文化祭2カ 月

前までには決定 して具体的な作業にかかる。

②ホームルームの生徒全員が何 らかの役割をもっ

③第三学年次には、庭園製作のプロジェクトが最初から最後まで生徒自身の自主活動によっ

て完成するよう、 口頃か ら意図的 ・計画的な援助 と指導を行 う。

3.帆 走訓練

本校は都立高校で唯…の海洋科があり、約90%の 生徒が都内出身者で寮生活を送 りなが ら

学んでいる。生徒の目的意識 は高 く、学年を追 うごとにた くましく成長 している。次頁の実

習一覧表 は、本校の3年 間の帆走訓練の主な計画である。3年 の1学 期ですべての実習が終

わる。2学 期中にほとんどの生徒の進路先が内定す るが、進路先が内定すると、学校生活 に

目標を失いがちになる。そこで、 この時期に目標を もって学校生活を送 らせ るね らいか ら、

10年前より帆走訓練を取 り入れた。"一 人はみんなのために!み んなは一人のため6`"を モ ッ

トーにカ ッターボー トに帆を張 り、 自然(風)を 利用 して艇を操作する。帆走訓練では、生

徒の臼主性を大切 にし、生徒 自身が役割を分担 し、艇を動かす。 この時期 の3年 生の団結力

はこれが頂点になる。帆走 は気象条件 に大 きく左右 されので、"常 に備えよ"を 合言葉に生

活の中に帆走精神を取 り入れ、何 ごとにも手抜 きしない伝統が生まれている。

帆走訓練の フィナー レは卒業式である。一人 も欠けることな く、全員が胸をはって卒業式
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を迎え ることが 目標であるが、一人の卒業延期の仲間のために、 クラス全員が一人だけの卒

業式に集 まり、彼の卒業を全員で祝福 したことがある。帆走訓練を通 して、学ぶ意欲と帰属

意識 はさらに高 まり、世界に活躍する水産健児が育 っている。

学年 実 習 名 日数 寄港地 内 容

海洋実習 14日 大 島 一一一}] カ ッター訓練、 潜水

1年 体験乗船 4日 大島近海 2年 次 、3年 次 乗船実 習 のオ リエ ンテ ー シ ョ ン

いずれ も7月

沿岸航海 46日 小笠原 海洋観 測 、 プ ラ ンク トン調 査、

2年 9月 ～12月 神戸、広島 底魚調査、沿岸航法

沿岸航海 46日 博多、長崎 小笠原～瀬戸内海 前後班に分けて実施

遠洋実習 46日 東京 漁業調査、魚体調査、海洋観測、プランク トン

3年 4月 ～71] ポナペ 調査

サ イパ ン 前後班 に分け実習1航 海20名
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4,移 動教室の在 り方

東京都教育委員会の生活指導研究協議会資料によれば、平成'1'1=度の移動教室実施校 は全都

立高校の53.3%で あっった。 ほとんどの学校で実施 され る体育祭や文化祭と比較するとかな り

低 い実施率である。

生徒の意識調査の結果によれば、92%の 生徒が充実 していた行事 として移動教室をあげてお

り(3P)、 文化祭や体育祭を越えている。 この ことは、また、高校生活 で友 人 と知 り合 った

場 として は、70%以 上の生徒がホームルームをあげている。学校生活の基盤であるホームルー

ムの電要性を示 しているとともに、ホームルームにおける移動教室 のもっ意義の大 きさをうか

が うことができる。生徒の多様化 している状況の中で、 きめ細かな移動教室 は、大変意義のあ

る行事であり、どの学校で も実施すべ きものと考え る。

{1)移 動教室の目的

移動教室 には様々な目的を設定で きるが、帰属意識を高め、 自ら意欲を もって主体的に教

科学習や行事に取 り組む態度を育成する観点か ら、学年別にそのF1的 を考察 した。

Ol年 ① 高校生活の概要や学校のルール等を理解 し、教科学習や行事などに意欲的に取 り

組み、主体的 な学校生活がで きるような態度 と能力を育成す る。

② 豊かな心を育て、望ま しい人間関係を形成す る。

③ 自己を見っめ、人間 としての在 り方生 き方の自覚を深めさせる。

④ 自己の特性 にあった学習方法を習得 させ、学習習慣を身に付 けさせ る。

02年 ①学校生活の中核的存在であることを自覚 し、諸活動を主体的で 自発的に リー ドし

てい く能力 と態度を養 う。

② 自己の将来設計をさせ、自己実現のための学習能力と態度を育成する。

03年 ①最高学年 としての指導的立場にあることを 自覚 させ、 ト級生への模範 となる態度

を育成す る。

② 自己実現に向け、計画的で着実な努力ので きる意欲 と能力を育成す る。

(2)実 施時期

巾途退学者は1学 年に多 く、45%の 生徒 は入学 した直後の時期 にやめたいと思 っている。

この ことか ら、1学 年での移動教室の実施 はなるべ く早い時期がよいと思われる。 また、就

学相談員活動報告によると、各学期の終わ りごとに相談件数の ピークが現れる。したがって、

2、3学 年で実施す る場合で も、1学 期中に実施す ることがよ り大きな効果あると思われる。
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V年 間の主な行事計画例

1年 2年 3年

4

月

人学式 リー ダー研修会 リー ダー研修 会

移動教室 移動教室 進路教室

5

月
中間考査 中間考査 巾問考査

6

月

体育祭 体育祭 体育祭

芸術鑑賞教室 芸術鑑賞教室 芸術鑑賞教室

7

月

期末考査 期末考査 期末考査

球技大会 球技大会 球技大会

8
n

月

合同合宿 合同合宿 合同合宿

9

月
合 唱 コ ンクー ル 合唱 コ ンクール 合唱 コン クール

10

月
中間考査 中間考査 中間考査

11

月

文化祭 文化祭 文化祭

生徒会役員改選 生徒会役員改選 生徒会役員改選

り6

」」-ト
ノ

期末考査 期末考査 期末考査

スキ ー教室 スキー教室 スキ ー教 室

-

月

…生徒会執行部合宿 生徒会執行部合宿

修学旅行 学年末考査

2

月

マ ラソ ン大 会 マ ラソ ン大 会

学年末考査 学年末考査

卒業式 卒業式 卒業式

(月 に1回 、学校美化 日を予定す る。)

1年 間行事計画立案のね らい

学校行事を充実、活性化 させ ることによって、生徒の学ぶ意欲と帰属意識を高め、主体的

で実践的な態度を養 うことをね らいとして、次のよ うな ことに留意 して立案 した。
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2.年 間行事計画立案にあたっての留意事項

{1)3年 間の学校生活に潤いとリズムが生 まれるよう留意 した。

{2)体育祭 と文化祭を年間の二大行事 としてとらえ、 この二っの行事が、それぞれ生徒の主体

的で意欲的かっ組織的な取 り組みを通 じて実施できるように した。また、体育祭、文化祭 は

学校 と地域の交流を図る機会ととらえ、 一学期と二学期のそれぞれの休日に実施 し地域の人々

に公開で きるようにす る。

㈲行事に向けた生徒の活発な活動によって、ホームルームのまとまりと生徒のホームルーム

への帰属意識を高め られるよう行事の配置に配慮 した。

{4)移動教室 は、早い時期か らホームルームが学校生活の基盤と して機能す るように、できる

だけ早 く実施 したいものであるが、生徒が実施運営 に参画す るための準備期間 と、全校…斉

に実施で きる時期を考慮 して、4月 下旬に配置 した。

第 一・学年は主体的な学校生活をす る態度 と能力、第二学年は中堅学年 としての 自覚 と指導

力を養 うことを目的 とする。第3学 年 は同時期に進路懇談会や進路別の企業や大学等の見学

会を行 う進路教室 とした。

(5)修学旅行 は、高校生活で最 も思い出に残 る行事なので、できるだけ他の行事 と重な らない

ように し、 自主的で自発的な事前準備期間をとることがで きるように1月 下旬に配置 した。

(6)生徒に成就感、達成感を体験 させる行事 と してマラソン大会 と、希望者にはスキー教室を、

それぞれ配置 した。

(7)9月 に合唱 コンクールを配置 して、夏休み後のホームルームの再結束 と、文化祭への準備

及び文化活動の振興を図 った。

(8)芸術観賞教室 は、芸術的活動の動機付けを行えるように、体育祭の後 に配置 した。

(9)球技大会を1学 期の期末試験終了後 に配置 し、ホームルーム意識の高揚を図 った。

qω部活動の活発化を図るために、合同合宿を夏季休業中に配置 した。

qD月 に…度学校美化 日を配置 して、全校生徒 による環境美化活動を推進す るようにした。

(12)諸行事を運営す るホームルームの リーダーを育てるために リーダー研修会を新年度開始前

に配置 した。

q3)生徒会役員改選は文化祭終 了後に行い、生徒会運営組織つ くりのための生徒会執行部合宿

を冬季休業巾に配置 した。
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V【 ま と め

平成5年 度の東京都教育委員会発行の 「生活指導研究協議会資料」によると、昭和63年 度

以来生徒数が減少 しているに もかかわ らず、中途退学者数 は年 々増加 している。平成3年 度

からは減少に転 じた ものの、割合では平成4年 度になって ようや く横ばい状態になっている。

中途退学 の原因 は、複雑であ り、 ケースによって も異なるので 一言でいうのは難 しいが、そ

の原因の一っ に多様化 している生徒に学校が対応 しきれて いないことが考え られる。

この研究の出発点 は、特別活動の活性化 と充実 によって、今 日的な教育課題である中途退

学者を一・人で も減 らせるので はないかとの議論からであった。今回の調査 と文部省の資料 に

よると、在校生 と中退者の高校生活 における意識の大 きな違 いは、学校生活の充実度であり、

その充実度 の中身は、友人 との話合いの経験、文化祭、体育祭、移動教室、修学旅行等の学

校行事及び部活動であった。 この ことか ら、ホームルーム活動 と密接な関係をもたせなが ら、

学校行事 と部活動を活性化 し、充実 させるにはどうすればよいか ということが課題になった。

この課題の研究を通 して、生徒の学ぶ意欲 と帰属意識を高め、主体的で実践的な態度を育て

る指導の工夫が少 しずっ見えて きている。

この研究を通 してわか った ことは、先ず何 よりも教師自身が学ぶ意欲を もち、r{分 の学校

を愛 し、主体的で意欲的な教育活動をすることである。毎年同 じ内容の授業を したり、行事

ば 一部 の教員に任せたり、部活動の顧問を嫌がったりするなどの実態 はないだろうか。教育

の専門家 として、多様な生徒 に適切に対応 し、一人 一人の生徒を大切 にす る教育を推進する

には、教師自身 と学校が変わる必要がある。学校は生徒の実態を踏まえ、全教職iiの 共通理

解の もとに、教員一・人 ・人の意欲と指導力を充分発揮で きる指導体制を創 る必要がある。 こ

れができなければ、生徒の学ぶ意欲と学校への帰属意識を高め、主体的で実践的な態度 と能

力を育てることは難 しいのではないだろうか。

本研究では、行事予定モデルプランや学校行事と部活動の改 一,策を示 したが、学校 によっ

ては事情が異なるので実態 にそ ぐわない部分があるか も知れない。 しか し、基本的には特別

活動の正 しい方向だと考えている。この資料が、各学校の行 事と部活動の在 り方を見直す際

の一助 となれば幸いである。
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